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はじめに 

このたびは，デジタル温度計 DPP シリーズ(以下，本器)をお買い上げ頂きまして，まことにありが

とうございます。 

この取扱説明書(以下，本書)は，本器の設置方法，機能，操作方法および取扱いについて解説してい

ます。 

ご使用になるときは、本書をよくお読み頂いて正しくお取り扱いください。 

また，誤った取扱いなどによる事故防止の為，本書は最終的に本器をお使いになる方のお手元に，

確実に届けられるようお取り計らいください。 

ご注意 
・本器は，記載された仕様範囲内で使用してください。 

仕様範囲外で使用した場合，火災または本器の故障の原因になります。 

・本書に記載されている警告事項，注意事項を必ず守ってください。 

これらの警告事項，注意事項を守らなかった場合，重大な傷害や事故につながる恐れがあります。 

・本書の記載内容は，将来予告なしに変更することがあります。 

・本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審な点や誤り等お気づきのことがありま

したら，お手数ですが裏表紙記載の弊社営業所までご連絡ください。 

・使用者が本器に接続された高電圧部に近づかないような処置を最終製品側で行ってください。 

・本書の記載内容の一部または全部を無断で転載，複製することは禁止されています。 

・本器に起因した特別損害，間接損害、又は消極損害に関しては、いっさい責任を負いかねますの

でご了承ください。 

安全上のご注意(ご使用前に必ずお読みください。)  

安全上のご注意では，安全注意事項のランクを“警告，注意”として区分しています。 

なお，  注意に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結びつく可能性がありますので，

記載している事柄は必ず守ってください。 

警告  取扱いを誤った場合，危険な状況が起こりえて，人命や重大な傷害にかかわる事故の 

起こる可能性が想定される場合。 

注意   取扱いを誤った場合，危険な状況が起こりえて，中程度の傷害や軽傷を受ける可能性 

が想定される場合，および機器損傷の発生が想定される場合。 

 

警告 
・感電および火災防止の為，弊社のサービスマン以外は本器内部に触れないでください。 

 (専門家による責任の範囲内についてはこれを除く) 

・感電，火災事故および機器故障防止の為，部品の交換は弊社のサービスマン以外は行わない 

でください。 

  注意 

  ・正しく安全にお使いいただくため，ご使用の前には必ず本書をよくお読みください。 

・本器ご使用の時には代理店または弊社に使用目的をご提示の上，正しい使い方をご確認くだ

さい。(人命にかかわる医療機器等には，ご使用にならないでください。) 

・本器の故障や異常でシステムの重大な事故を引き起こす場合には，事故防止のため，外部に

過昇温防止装置などの適切な保護装置を設置してください。また，定期的なメンテナンスを

弊社に依頼(有償)してください。 

・本書に記載のない条件・環境下では使用しないでください。 

本書に記載のない条件・環境下で使用された場合，物的・人的損害が発生しても，弊社はそ

の責任を負いかねますのでご了承ください。 
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輸出貿易管理令に関するご注意 

大量破壊兵器 (軍事用途・軍事設備等)で使用される事がないよう，最終用途や最終客先を調査して

ください。 

尚，再販売についても不正に輸出されないよう，十分に注意してください。 

1.取り付け上の注意 

注意 

・本器のセンサ部は，測定対象に対して適切な位置に取り付けてください。 

・本器のセンサ部から測定対象の間に，障害物がないように設置してください。 

・本器の周囲温度が，-10～50℃の範囲を超えない場所に設置してください。 

・湿度が 85 %RH 以下で，結露の可能性がない場所に設置してください。 

・電気的雑音，モーターおよびジェネレータなどのノイズ源から離して設置してください。 

 ・ホコリ、液体、腐食性ガスが本体内に入ったり、表面に付かないようにご使用ください。 

 ・直射日光のもとでご使用になりますと、許容周囲温度を超える場合がありますのでひさし等に

より機器周囲温度が許容範囲を超えないようにしてください。 

 ・衝撃や振動のない場所に設置してください。 

 

2.配線上の注意 

警告 

・電源をアナログ出力に接続しないでください。出力回路が故障します。 

・電源電圧、出力定格、その他の項目は仕様の範囲内でご使用ください。 

 

3.測定，保守時の注意 

注意 

・操作部のキースイッチ部分及び表示器は強く押したり、指以外の物で押さないでください。 
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1.型名 

1.1 型名の説明(一例) 

 

①     ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⑩  

 PT  S      DPP 

                    

型式 
素子抵抗 

PT100Ω 
階級 素子数 

外径 

φ=D 

挿入長 

L(㎜) 

材質 

 

ﾆｯﾌﾟﾙ

長 
取付金具 ケース 

R96(S) PT A:A 級 S:ｼﾝｸﾞﾙ 3.2 100 304 100 取付ﾈｼﾞ: DPP: 

R97(S)  B:B 級 ｴﾚﾒﾝﾄ 4.8 200 :SUS304 □□ R1/8,R1/4,R3/8,R1/2,R3/4 指示計付 

R98(S)    6.4 □□   G1/8,G1/4,G3/8,G1/2,G3/4 4～20mA 

R40(S)    8  316    

R42(S)    10  :SUS316  ﾌﾗﾝｼﾞ:  

R47(S)    12    □□K□□AFF  

R48(S)      316L  □□K□□ARF  

      :SUS316L    

S:ｼｰｽ        ﾌｪﾙｰﾙ(⑦と同材質):  

        15A,1S,1.5S,2S,2.5S  

*カスタマイズ製品の為、型式はこの限りではございませんまた、□□には規格以外の任意の数字が入ります。*リード線(ビニール)

は標準３Ｍとしています。*型式の S 付はシース型になります。S 無しは一般型になります。 

*温度レンジは打合せ時に決定します。 
1 



1.2 銘板の表示 

計器番号銘板は，ニップル上部(またはリード線部)に貼っています。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.各部の名称と機能 

 2.1 外観図(一例) 

   

No. 名  称 備  考 

①  パネル ＰＭＭＡ 

②  ケース ＡＤＣ１２ 黒塗装 

③  蓋 ＡＤＣ１２ 黒塗装 

④  保護管 1.1 形名にて確認 

感温部は先端 50 ㎜になります。 

⑤  ビニールリード線(四線) VCTF 4×0.5 ㎟ 

⑥  保護管、ｳｪﾙ管【R47(S)、R48(S)】 SUS304、SUS316 SUS316L 

 

Pt100Ω  MAX-TEMP : 100℃ 

CLASS:B PROTECT : SUS304 

      NO.XXXXXXXXX 

      日本電測株式会社 

2 2 2 



 

2.2 表面パネル図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 キーと表示の内容 

№ 名   称 キー 
表示

色 
備考（表示形状など） 

1 数字表示 － 赤 数字表示器 3 桁  文字高 14.13mm 

 2 ランプ － 赤 φ5 LED 

3 マイナスランプ － 赤 LED 2×5 

4 △キー ○ -  

5 ▽キー ○ -  

6 ＳＥＴキー ○ -  

 

2.4 各部の働き 

   2.4.1 数字表示 

       通常は測定温度を表示します。 

       その他、設定値、異常などを表示します。 

 

   2.4.2 ランプ 

       未使用、未実装 

 

   2.4.3 マイナスランプ 

       表示温度がマイナスの場合点灯します。 

 

   2.4.4 △キー 

       設定値を変更します。 

 

2.4.5 ▽キー 

       設定値を変更します。 

(4) 

(5) 

(6) 

(1) 

(2) 

 

(3) 
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   2.4.6 ＳＥＴキー 

       長押しすることで設定モードに投入します。 

       変更した設定値を確定します。 

 

 

 

 

 

3.測定対象 

本器の測定対象は，以下の通りです。 

  

 本器ご使用の時には代理店または弊社に使用目的をご提示の上，正しい使い方をご確認ください。

(人命にかかわる医療機器等には，ご使用にならないでください。) 
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4.取り付け 

注意 

・本器のセンサ部は，測定対象に対して適切な位置に取り付けてください。 

・本器のセンサ部から測定対象の間に，障害物がないように設置してください。 

・本器の周囲温度が，-10～50℃の範囲を超えない場所に設置してください。 

・湿度が 85 %RH 以下で，結露の可能性がない場所に設置してください。 

・電気的雑音，モーターおよびジェネレータなどのノイズ源から離して設置してください。 

・ホコリ、液体、腐食性ガスが本体内に入ったり、表面に付かないようにご使用ください。 

・直射日光のもとでご使用になりますと、許容周囲温度を超える場合がありますのでひさし等に

より機器周囲温度が許容範囲を超えないようにしてください。 

 ・衝撃や振動のない場所に設置してください。 

 

4.1 取付 

   被測温物に対して差し込み(R96(S))、ネジ込み(R97(S)型、R47(S)型)フランジ取り付け

(R98(S)型 R98(S)型)してください。 

   放熱による温度誤差を防ぐ為外径の 10～15 倍の挿入長を確保してください。 

   保護管の材質は銘板に印字しておりますので、特性に合致したご使用をお願い致します。 

   特に問題のある環境にてご使用の場合は弊社担当員と打ち合わせお願い致します。 
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5.配線 

警告 

・電源をアナログ出力に接続しないでください。出力回路が故障します。 

・電源電圧、出力定格、その他の項目は仕様の範囲内でご使用ください。 

 

注意 

・電気的雑音のある環境で使用する場合，シールド線を使用し，シールド線のシールドを受信計器

の接地端子に接続してください。 

受信計器に接地端子が無い場合，制御盤の接地端子に接続してください。 

 

5.1 端子配列 
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6.設定 

本器をお使いになる前に，小数点位置、温度補正値設定、レンジ設定、手動レンジゼロ・スパン設

定をご使用になる条件に合わせて仕様を設定する必要があります。これを仕様設定といいます。 

工場出荷初期値を，(表 6-1)に示します。 

 

(表 6-1) 

設定項目 工場出荷初期値 

小数点位置 1 

温度補正値設定 0.0 

レンジ設定 任意(打合せによる) 

手動レンジゼロ点設定 0 

手動レンジスパン点設定 100 

 

工場出荷初期値のままでよい場合や，すでに装置に組み込まれ仕様設定が完了している場合，仕様

設定は必要ありません。 

「7.測定」(P.10)に進んでください。 

 

6.1.1 電源投入 

本器は，電源投入後，数秒間表示器に・・・・・・・を表示して初期化を行います。 

その後，表示器に測定対象の温度を表示します。 
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6.1.2 設定モード 

 温度表示中にＳＥＴキーを長押しすると、設定モードに入ります。 

 設定モードでは、各設定値のキャラクタを１秒間表示後、設定値を表示します。 

△／▽キーで設定値の変更ができ、ＳＥＴキーで設定値を決定／記憶できます。 

 各設定値の詳細は「6.1.3 設定値」の項を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温度表示 

設定モード 

小数点設定 

・キャラクタ“ｄｐ” 

温度補正値 

・キャラクタ“ｃＳ” 

レンジ設定 

・キャラクタ“ｒＥ” 

レンジ４ゼロ点設定 

・キャラクタ“ｒ４Ｌ” 

レンジ４スパン点設定 

・キャラクタ“ｒ４Ｈ” 

SET ｷｰ 

SET ｷｰ 

SET ｷｰ 

SET ｷｰ 

※ﾚﾝｼﾞ設定 4 

※ﾚﾝｼﾞ設定 1～3 

△／▽ｷｰ 

設定値変更 

△／▽ｷｰ 

設定値変更 

△／▽ｷｰ 

設定値変更 

△／▽ｷｰ 

設定値変更 

△／▽ｷｰ 

設定値変更 

SET ｷｰ 2 秒押し 
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6.1.3 設定値 

No ｷｬﾗｸﾀ 名称 設定範囲 出荷値 備考 

1  ｄｐ 小数点設定 
0.1：小数点あり 

1：小数点なし 
1  

2  ｃＳ 温度補正値 -9.9～9.9 0.0 ＊１ 

3  ｒＥ ﾚﾝｼﾞ設定(4～20mA 出力) 

1：0～100℃ 

2：-50～150℃ 

3：0～200℃ 

4：手動設定 

1 ＊２ 

4 ｒ４Ｌ 手動設定 4mA(ｾﾞﾛ点)設定 -200℃～r4H-1℃ 0  

5 ｒ４Ｈ 手動設定 20mA(ｽﾊﾟﾝ点)設定 r4L+1℃～500℃ 100  

＊１：温度補正値は以下の式で測定温度を補正します。・測定温度 ＝ センサー温度 ＋ 温度補正値 

 ＊２：レンジ設定“４”は「ｒ４Ｌ～ｒ４Ｈ ℃」に従うレンジ設定です。 

 

 

 

 

6.1.3 操作／表示 

     概要 

   元電源を投入すると“８８８”点滅をし、測定温度を表示します。 

   また、レンジ設定に従って測定温度を４～２０ｍＡ出力します。 

       

設定モードで各設定値を変更できます。 

   設定モードの詳細は「6.1.2 設定モード」の項を参照してください。 

6.2 キー操作の概要 

キー操作の概要を以下に示します。 

6.3 設定項目の詳細 
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7.測定 

 

重要 

・周囲温度が著しく変化する場合，20 分以上放置した後，測定してください。 

・大きい電磁場(例:アーク溶接機，誘導電気加熱炉など)の近くでは測定しないでください。 

電磁波傷害は，測定誤差の原因になります。 

 

被測定物への設置，配線が完了しましたら次の順序で測定を開始します。 

(1)本器電源 ON 

本器は，電源投入後，数秒間表示器に 888 を表示します。 

その後，表示器に測定対象の温度を表示します。 

 

エラーメッセージ 

異常名 表示 異常判定 復帰判定 

不揮発ﾒﾓﾘ異常 Ｅｒ０（点滅） 
元電源投入時、不揮発ﾒﾓﾘに 

異常があった場合 
＊１ 

ｵｰﾊﾞｰﾚﾝｼﾞ ＨＨＨ（点滅） 
測定範囲を超えた計測 

(ｾﾝｻｰ温度＞500℃) 

測定範囲内の計測 

(ｾﾝｻｰ温度≦495℃) 

ｱﾝﾀﾞｰﾚﾝｼﾞ －－－（点滅） 
測定範囲を下回った計測 

(ｾﾝｻｰ温度＜-200℃) 

測定範囲内の計測 

(ｾﾝｻｰ温度≧-195℃) 

＊１：不揮発メモリ異常発生時は一旦、元電源を切り、再度元電源を投入してください。 

    再度発生する場合は故障ですので、お問合せ下さい。 
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8.仕様 

8.1 名称 

デジタル温度計 

 

8.2 概要 

本品は、ビル空調用冷温水を計測・表示するための、電流出力を備えた温度計です。 

 

8.3 形式 

ＤＰＰシリーズ 

 

8.4 電源 

電源電圧          ＤＣ２４Ｖ 

電源電圧許容範囲  ±２Ｖ 

 

8.5 電気的性能 

耐ノイズ   ０．５ｋＶにて実用上支障なきこと 

 

8.6 許容周囲温度 

動作時  －１０～＋５０℃ 

   保存時  －２０～＋６０℃ 

 

8.7 許容周囲湿度 

  動作時        ８５％Ｒｈ以下（但し、結露なきこと） 

    保存時        ８５％Ｒｈ以下（但し、結露なきこと） 

保存時には、本器を長くご使用頂くために、周囲温度２５℃（±１０℃）、 

         周囲湿度４５～６０％Ｒｈの暗室で保存されることをおすすめします。 

 

8.8 入力 

温度  測温抵抗体Ｐｔ１００  ３導線式 (JIS C 1604 : 1997) 

 

8.9 出力 

電流  ＤＣ４～２０ｍＡ（負荷抵抗 500Ω以下） 

   出力温度レンジは次の４パターンに対応する。 

①０～１００℃を４～２０ｍＡにて出力 

②－５０～１５０℃を４～２０ｍＡにて出力 

③０～２００℃を４～２０ｍＡにて出力 

④４ｍＡ(ゼロ）、２０ｍＡ(スパン)の温度は測定温度範囲内で 

お客様のご希望の温度に設定可能 
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8.10 範囲と精度 

8.10.1 温度ｾﾝｻ入力（Ｐｔ１００） 

範囲：－２００～＋５００℃ 

精度：±１．０[℃] 

※センサー部:JIS 1604 及び JIS-C1606 はに基づいております。 

 

8.10.2 電流出力 

範囲：４～２０ｍＡ 

精度：±０．２ｍＡ 

分解能：１４ｂｉｔ 

8.11 補正温度範囲 

±９．９［℃］（出荷値：０．０［℃］） 

※補正温度の変更は、基板部品面に実装されたキースイッチにて変更可能 

 

8.12 表示方式 

マイナス表示ランプと数字表示器（文字高 14.2ｍｍ）３桁によるデジタル表示 

   

8.13 表示分解能 

１[℃]と０．１[℃]をパラメータで切り替え 

※ ０．１[℃]設定時は、－９９．９～９９．９℃の範囲内で表示を行います。 

それ以外の温度範囲は小数点以下を表示しません。 

 

8.14 消費電力 

１．６Ｗ以下 

 

8.15 質量 

約 440ｇ(保護管のぞく) 

 

8.16 パネル 

アクリル板(φ９７) PMMA 
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製品保証について 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

本社:〒532-0031 

大阪府大阪市淀川区加島 3 丁目 3 番 13 

TEL(06)6308-7508 

FAX(06)6303-0066 

 

東京営業所:〒158-0096 

東京都世田谷区玉川台 1 丁目 15 番 21 号-105 

TEL(03)3707-2334 

FAX(03)3707-1056 


